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余等は前報ωでデ以 乾燥即 水抽骸 臣ま・從來信じら瓶 厭 檬に速哩 質して数力歓
 ものではな く,特 で化學的活性淺基を有 してゐなV・防腐剤噛 を加へて硝子瓶に入れ密栓 して
冷曙所κ保存 すれば,他 の固形,牛 固形或は液歌のデ リス製剤 の場合よ りも却つて其の攣質を
防止 し得 られ且製造並に利用に當つては從來の方法よりも幾多の利駐ある事 を述べて置V・た.
併 し乍 ら此の研究はデ リス乾燥根を原料 として,之 れを粗碑 して水 で抽出して得た乳白液に就
いての研究 費あるか ら乾燥根中に含有されてゐる有妓成分以外の物質は或は其の活力を停止,
喪失或は他の作用を有する物質に韓換 して ゐる ものと考へ られ る・:例へば細胞( )は何れ も死滅
し,デ クス生根中のデ リス特有の香氣物質ば殆んど失はれ,又 生根中に恐 らく諸種ク)酵素が存
在 してゐて夫 々の機能 を顯 してゐた ものが享乞燥 する事に依つて其の機能は停止,喪 失或は韓換
して,水 に漬けて も再び全部が元通 りの ものに戻 るとも思はれなV・.又 乾燥根の30～50%を 占
めてゐ る澱分や,或 は又繊維,糖 類 アノLカロイ ド檬物質 サポニン其の他の配糖髄,ゴ ム質
物等の化學構造 や性質 も亦生根 と乾燥根と総てが同一であるとは考へ られなV・・從 つてヂ リス
乾燥根 と生根の水抽 幽液 とは外観 上は只香氣が多少違つてゐる丈けで,'其 他何等匿別の出來な
V・乳白液 であるけれ共,有 敷成分と共存する上記諸物質の量や性質が異つて來 るために此の爾
水抽出液 を保存 しゼ置V・た場合是等物質が有数成分に及ぼす影響 も亦異るか ら同一の結果が得
られるものとは期待 萬來なv・・換言すれば前報ωの結果奪直ちにデ リス隼根の水抽田液に適用
する事 は危瞼であつて,生 根の場合には又更めて別の研究を必要 とする.デ リス生根の水抽出
は乾燥根の水抽出の場合に比 して各組織力柔軟であるか ら其の破砕,搾 出等が極めて容易に行                       、
はれ る利黙が あるか ら}デ リス栽培地に於ては堀取 り直後の生根 を水で抽出 して利用 され る事
か考へ られ るので余等はデ リス生根の水抽出液に就〉・て研究 した.其 の結果 を藪 に報告し一般
デ リス利用者の参考に供 し度V・と思ふ次第である.
               實      験
   防腐剤として種々物質沸考へられるが其等の適否の研究は後報で登表する・
                   (55)
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 供試液 としてA,B2種 を調製 した・     .             .1
A:一 デ リス根2.5kgを 堀取 り簡軍に水洗 して直ちに金鎚 で叩メて組織 を弊 き約15Lの 水中で搾
出すると濃白色の起泡性の液 を得た.暫 時静置して沈澱物を除き撹拝混合 して均一とし,1L容
褐色瓶12本 に各1000.09宛 入れi次の様に塵理した.
 (1) 6本 は其のま 」密栓する.
5(2) 6本 には防腐剤 としてToluo1各4cc宛 を入(ノ)れ密栓 して振(い)盟する.
B:一 別のデ リス生根5.Okgか ら前述 と同檬にして水抽出液約15Lを 作 り1L容 褐色瓶12本 に各
1000.Og宛 を入れ次 の様に塵理した。       伽
 (1) 6本 には其のま 」密栓する.                      、
 (2) 6本 には防腐剤 としてToluol各4cc宛 を入れ密栓 して振盗する・
上記の檬 に腱理 した4種 の試料 を9月 中旬から11月初 めまでは曙所 に保存 したが漸孜氣温が塞
冷 となつて來たので11月 初めになつて301}の恒温槽中に入れ孜表に示す期 日に夫々1瓶 を取 り
出し分析 を行つた・分析法は前報く2)に報告 したと全 く同檬 の方法 を探用 した・防腐剤 を添加し
                   第1表
                 供 試 液 A.
            (1)防 腐 粥 を添 加 せ ざ る も の
番 鰍 期騰 翻 全。形物 全棚 物 一謎緬 鯉塾 鋤 糊 號      蔽。鑑 非纏 性物酸鯉 水 鹸 琳
   年 月 日 日 % % % タ6 % %
  1  16,  9. 18     0      0.93      0。194     0.272     0.110     0.032      0.272
  2     10. 21   3壬      0.84     0.207     0.246     0.116     0.023      0.300
  31L21650、820.2090。2700.1170.032LO.294
  4     12, 21    95      ・0,79      0.207     0.271     0。122     0.035      0。29( )4
  517.1,21 126  0.82  0.195  0.282  0.129  0.035  0.289
  6      2. 20   156      0乏30      α212     0.259     0.117     0.022      0.307
  73.231870.800.1800286-0.1510.0370.294
             (2)防 腐 剤 を 添 加 せ る も の
                   (56)
          宮島 ・武居:デ,ス 根の有数成3定 量に臨する縣究(7報)
なv・ものは保存 中に腐敗 を起 して有機酸の異臭 と瓦斯を焚生 したが何れ も調製當時に憂 らなv・
起泡性の乳白液 であつた・此 の鮎乾燥根の水抽出液の場合と異つてゐた.防 腐剤 を添加した も
のは何れ も少 し黒味 を帯びてゐて起泡性 を失つてゐたが其の他異瓶 を認 めなかつた.分 析結果
を表示 すると次の様 であつた.表 中の敏字は供試液1009中 に存牲 した物質の9数(%)を 示す.
                    第2表
                  供 試 液B.
             て1)防 腐 剤 を 添 加 せ ざ る も の
番 輪
,脚 歎 鰯 物 全 … 物 言1醇謄 藩 鰯 轍 欄
  號       臨。臨 非繍 性物酸襯 水 鹸 跡
    年 月 日 日  %  %  遺  %  %  %
  1  16.  9. 18     0       2.28、    0.398     0.496     0.194     0.044      0.548
  210.2134 2・020,3820.54402380.07270.548
  3      11. 21    65       ユ・99     0.412     0{}32     0,212     0.052      0.57(ノ)2
  4  「  12. 21    95       2。01     0護23     0.505 ・   0.210     0.05塾     0.579
  517.1r 21126  1.9壬 0,413 0.523 0.224 0,054  0.583
  6      2. 20   156       1・99     0.433     0.509     α215     0.041      0β07
  73亀23`1871.92..0.3690.5750.2500,0770.542、
            (2)防 腐 剤 を 添 加 せ る も の
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 上記第1,第2表 を一括すれば次表第3表 の様 σある・
 念のため第7號 容得た結晶Rotenonを 精製した結果何れ も眞正Rotenonで あつたが防腐 して
ない方か ら得た ものは多少純度が低v・.
 此の表 σ明かな様に何れの試料 も牛ケ年絵301)に 保つて腐敗 ダるに任せて置V・ても有敷結晶
は殆 ど減少せす,却 つて少しく増加してゐる・此の原因に就v・ては遮 こ断定出來なv・が,デ リ
ス生根の水抽出物は上記の様な性質を持つてゐるので防腐剤 を加へて腐敗 を防止 して も無防腐
の もの と攣 り無V・.換 言 すれ ば此 の場 合、こは防腐の必要が無 い 此 の黙 前報(2,に 報告 したデ リ
ス乾(コ)燥根の水抽 出物 も非 常 に其の性 質が異 つてゐ る・然 し此 の場合 に も光線 や酸素(ほ)は有害 に作
用 する もの と考へ られ るか ら貯藏 容器 に威 る可 く充瀟 して密 栓 し暗所 に置 くが良い,
               要      約
 1.デ リス生 根の水抽 出液 の攣質に就 いて研究 した・
 21デ リス生根 の水抽 出液 は牛 ケ年 鹸30`㌧ こ保つ㌃腐敗 す るに任 せて置 い て も乾燥 根の場 合
  と違つ て有交文糸吉ぎ占量 ノ)減少と來 さなV・.
 3 ヂ リス生根 よ乾燥 根に比 して組織 が柔 欧eあ つ て其 ア)破陣 搾 出等 が容 易 に行 、よれ るか
  ら栽 屠地 こ於 ては,必 要つ時 こ掘 り直 らて水抽 出液 を作 つて使用 すれ ば最 も艮v・・
 4.本 研 究 こ依 にば デ リス生張!)水 抽出液 は防腐7)必 要 は無 いけれ共,室 氣 中の酸 素や直接
  光 線に依 つ ては攣 質す る事が考へ られ るか ら,成 る可 く容器 に充満 して密栓 して暗所 に保
  存 すれ ば良V・.
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 1) 宮島,武 居=デ リス根 の有数成分定量に關する研究(第'6報),デ リス乾燥根水抽出液に劉する
  二,三 の金麗イオンの影響・鷹用昆贔,4q942), No.1,33～36.
 。2)武 「ゆ 宮島:デ リス根賄 数成分定量に關する研究(第5報)・ デリス乾燥柴艮の水棚 液の攣質
  並に其の防止法に就て,臨 用昆贔,3(1941),No・3,128～136.
 我が國にヂ リスが最初鍮入された當痔・源産地に於てデリス生根の水抽出液を作 り内地に持蹄 り試
 販された事があつたが,其 の當時其の殺轟数果が消滅 して,貯 藏が困難だとされて農 く聾及するに
 至らなかつた・併 し一方に此の液は一ケ年貯藏 しても数力の減退 を見なかつたといふ丈厭(野 津六
 兵衛著:農 用藥齊1の話 ・(廣 島縣會刊行 ・第17版 ・301頁)も あ り余等の今同の實験緒果と同隷な
 結果 を見てゐる.從 つ てデリス生根り水抽出液1(關 しては此の際再検討 を要 すると思ふ・
                   (58)
